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目的

　日南町女性議会を開催し、今後の

まちづくりに向けて女性の声を町政

に反映させるとともに、この機会を

通じて町政や議会に関心を高めてい

ただき、身近な議会を目指します。

お問い合わせ・参加申込はこちら

〒689-5292

鳥取県日野郡日南町霞 800 番地

 TEL : 0859-82-1900

  M a i l  :   s0800@town.nichinan.lg.jp

女性議会開催について
町民の反応は？

　人口戦略会議の資料によると、日南町
の若年女性人口は2020年の193人から
2050年には60人へと減少することが推
測されており、女性目線の町づくりの重
要性は増していると考えられます。

なぜ女性議会 ？

女性議会に向けて

セミナーを行います

女性議会開催の意義はある

坪
倉

　完
洋
さ
ん（
福
寿
実
）

つ
ぼ
く
ら
　 か
ん
よ
う

　東京都知事選挙も女性が主役になってい
るように、政治への女性参画は時代の流れ

としてあるので、女
性議会開催の意義
はあると思う。
　女性を応援する
町をアピールする
一歩になれば。

新

　章
美
さ
ん（
河
上
）

あ
た
ら
し
　あ
や
み

男性を巻き込んだ事前研修を

　PTAとか子育て支援グループのお母さん
たちが町の将来を一番担っていかれるので

若い人にも出て欲
しいな。
　夫婦での参加や
男性を巻き込んだ
事前研修は女性の
負担も軽くなり参加
しやすいのでは。

河
上

　睦
子
さ
ん（
神
福
）

か
わ
か
み
　  む
つ
こ

性別・年齢に関係ない議会を

　女性の声が届いてないとは思わないけど、
いろんなことにチャレンジすることはいいと

思う。
　女性だけでなく
性別・年齢に関係な
い議会も企画した
ら面白いと思う。

　琴浦町では男女共同参画推進会議により、3年間、女性

模擬議会を開催されており、運営に携わられた安谷潔美

前会長に話しを伺った。貴重な体験談を女性議会に反映

させ成功させたい。

琴浦町に事例調査 あ
な
た
の
疑
問・提
言
を

　
　
町
長
に
投
げ
掛
け
て
み
ま
せ
ん
か

女
性
議
会
を
開
催

開催日時等について

日　　時：令和６年 11 月開催予定

場　　所：日南町役場　２階議場

議員選出：自薦及び町内団体からの推薦

締　　切：令和 6 年８月 30 日（金）

内　　容：一般質問形式

　　　　 持ち時間は執行部の答弁と再質問を

　　　　 含め 1 議員 30 分以内とします｡

※必要な方には、託児スペースを設けます。

時期  ：　9月 ・１０月（土）（日）の午後　※2～3回程度

（内容）
　◆関心のあること(困りごと、町の課題)の拾い出し
　◆質問内容について勉強会
　　必要に応じて資料請求、現地調査
　◆質問内容の整理　
　◆質問通告書の作成とリハーサル
　◆夫婦、お子様連れ、男性の協力、
　　グループでの参加
　　　　　　　　　　　　　大歓迎

日南町役場議会事務局



６月定例会６月定例会
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６月11日〜６月18日(8日間)

６月定例会６年度
補正予算

令和 補正予算8398万円をチェック
補正予算の主な事業

問　財源は。
答　国・県負担率が年齢などにより違うが、国県支出金を1310万円と見込んでいる。
　　町一般財源から177万円を補填する。

　日
南
町
議
会
の
６
月
定
例
会
は
、
６
月
11
日
か
ら
18
日
ま
で
の
８
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
一
般
質
問
で
は
、
７
名
の
議
員
が
登

壇
し
活
発
な
議
論
を
展
開
し
ま
し
た
。

　執
行
部
か
ら
提
案
さ
れ
た
鳥
取
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
規
約
の
変
更
、
介
護
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
等

の
一
部
改
正
、
令
和
６
年
度
各
会
計
補
正
予
算
な
ど
全
７
議
案
は
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

J-クレジット新規
取得に時間を要する
ので3000トンを
森林組合から購入
問　二酸化炭素１トンあたり5500円で購入するが売
　　価はいくらを想定しているのか。
答　売価は8800円を継続するが、将来は1万1000円
　　も検討する。

1650万円

児童手当制度改正（令和6年10月～）による
対象者拡大とシステム改修による増額

中心地域整備計画
グラフィック作成委託料

問　どのような機会に活用するのか。
答　計画されている中心地域の様子をインターネット
　　上の仮想空間に構築し、町民誰もが計画をイメー
　　ジできるように活用する。

440万円

問　町有施設管理についての町長の考
　　えは。
答　使用者に過失がない場合は町が修
　　繕する。使用者の負担額について
　　は協議する。

オロチＬＶＬ工場
建物等修繕2カ所

（地盤沈下によるもの)

580万円

　今年度、県が民間病院と連携し、飼い主のいない猫の
捕獲、不妊去勢手術、環境保全の取り組みを強化するこ
とになった。生山のふじい動物診療所（診療日:毎週金曜
日）が連携病院に指定。
　これまで：手術費用の一部を補助していた。
　新 制 度 ：手術費用の実費上限1万円を補助し、
　　　　　　自己負担はない。
　＊捕獲用器の貸し出しあります（福祉保健課に相談）

飼い主のいない猫の不妊去勢手術が
自己負担なしに
( 新たに30頭分追加補正し、
  6年度は36頭分 ）

問　今までの補助頭数は。
答　Ｒ3年5頭、Ｒ4年1頭、
　　Ｒ5年0頭。
問　手術費用が多額だったが
　　1万円で手術できるのか。
答　連携病院は1万円以内で
　　手術することになっている。

30万円

藤井 浩平先生
ふじい　 こうへい

ふじい動物診療所所長

　野良猫が増えすぎると人も迷惑を
受けるが、猫も餌が十分に得られず不
幸になるんです。不幸な猫を増やさな
いために手術をうけさせるという住民
の意識改革が必要ですね。

　お
詫
び
と
訂
正

　
令
和
６
年
４
月
発
行
の「
議
会
だ
よ
り
」

に
掲
載
し
た
教
育
長
の
任
命
の
任
期
に
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

　
正
し
く
は
、任
期
は
令
和
６
年
４
月
１

日
か
ら
令
和
９
年
３
月
31
日
ま
で
。

定
額
減
税
調
整
給
付
金
支
給

　
調
整
対
象
者
762
人
　
３
３
０
８
万
円

今
年
度
新
た
に
対
象
と
認
め
ら
れ
た
低

所
得
世
帯
に
昨
年
度
と
同
額
の
給
付
金

を
支
給

　
１
世
帯
10
万
円
　

　
低
所
得
世
帯
の
18
歳
以
下
の
子

　
１
人
あ
た
り
５
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
２
９
７
万
円

福
栄
分
団
操
法
県
大
会
出
場
に
伴
う

隊
員
出
動
報
酬
　
　
　
　  

５
５
万
円

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
を
同
意

　
白
根 

早
苗 

（
茶
屋
）　

　（
任
期
は
令
和
７
年
１
月
１
日
か
ら

　 

令
和
９
年
12
月
31
日)

議
決
し
た
そ
の
他
の
議
案

拡大される対象者と支給月額

現状

１万円 第3子以降
1万5千円

１万５千円

１万円

なし

所得制限あり

0~2歳

3歳～

小学生

中学生

高校生

１万円
第3子以降
３万円

改正後

１万５千円

１万円

１万円

所得制限なし

0~2歳

3歳～

小学生

中学生

高校生

25万円小早川秋聲の戦争画を
所有者へ返却する費用

問　小早川秋聲の戦争画が県立美術館へ移管された後、日南町美術館で展覧会をするときの経費
　　はどうなるのか。
答　運送費などが日南町美術館の負担になる。

（この戦争画は、その後鳥取県立美術館へ移管されます）日南町美術館での展覧会

1487万円

ここに注目
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条例・補正予算などの審議結果
〇全会一致で可決した議案
令
和
６
年
度
補
正
予
算

その他

国民健康保険特別会計補正予算（第1号）

簡易水道事業会計補正予算（第1号）

一般会計補正予算（第3号）

日南町人権擁護委員候補者の推薦にあたり議会の意見を求めることについて

少人数学級・教職員定数の改善に係る意見
書提出について

地方財政の充実・強化を求める意見書提出
について

行政調査特別委員会の設置に関する決議

〇賛成多数で可決した議案

　　　 岩﨑昭男議員
　J-クレジット販売は日南町の知名度を上げるためにも
重要な事業であり、継続するためにはJクレジットの購入
が必要である。

（高橋、荒木、荒金、岡本、岩﨑、櫃田、近藤）

一般会計補正予算（第2号）

　　　 大西　保議員
　町が販売するJ-クレジット収入の殆どは森林組合関
係事業に支出されており、町が保有するJ-クレジットの
残量が少なくなったという理由で、J-クレジットを森林組
合保有分から購入することは矛盾している。　（大西）

反対 賛成

陳情の審査結果

　子どもたちの豊かな学びの保障や学校の働き方改革の実現に
は、教職員定数の改善と処遇の向上が不可欠である。これらの
施策を推進するため、適切な財政措置が求められる。

案　　件 審 査 意 見

地方財政の充実・強化を求める陳情

　提出者：自治労鳥取県本部
　　　　　執行委員長　三浦敏樹 ほか1名

　地方創生が進展しない中、子育てや地域医療及び介護等の社
会保障に対するニーズが極めて高まっている。さらに、国によ
り標準準拠システムへの移行が義務化されており、その実現に
は地方財政への支援が必要不可欠である。

提出のあった陳情は全会一致で採択し、各陳情は日南町議会から意見書として国に提出しました。

　　　 近藤仁志議員
　この条例改正は、これまで条例に明示されていた利用
料の金額を介護法の範囲内で定めるというものである。
当然、利用者には利用料金は周知されるものである。

（高橋、荒木、岩﨑、大西、櫃田、近藤）

日南町介護福祉センターの設置及び管理に関する条例等の一部改正について

　　　 岡本健三議員
　施設の利用料金の透明性確保と利用料金に住民の
声を十分反映させるために、条例に利用料金を明示し、
それを変更する場合には、議会の審議を経て条例改正す
るという手続きをしっかり踏むべきである。　（荒金、岡本）

反対 賛成

　　　 岩﨑昭男議員
　マイナンバーカードを保険証と紐付けることで利点が
多くある。健康保険証を使った不正請求やなりすましな
どの不正利用防止や災害時の医療情報等の確認が容易
になる。

（高橋、荒木、岩﨑、大西、櫃田、近藤）

鳥取県後期高齢者医療広域連合規約の変更に関する協議について

　　　 岡本健三議員
　マイナンバーカードの保険証利用を強制する国の政策
を無批判に取り入れたものである。
　現在、マイナンバーカードを健康保険証として利用して
いる人は少なく、市町村の事務が混乱し無駄な費用がか
かるだけであり、紙の保険証を続けるべきである。

（荒金、岡本）

反対 賛成

決
議

発
議

６月定例会

ゆたかな学びの実現・教職員定数改善をは
かるための、2025年度政府予算に係る意
見書採択の陳情について
　提出者：鳥取県高等学校教職員組合
　　　　   西部支部支部長　先　文広　ほか1名

櫃田洋一 議員

問問 消滅可能性自治体公表について

答答 警鐘として受け止める

公
表
を
受
け
ど
の
よ
う

に
取
り
組
む
の
か
。

数
値
分
析
し
、
目
指
す

方
向
性
を
し
っ
か
り
捉

え
総
合
的
に
取
り
組
む
。

教
育
力
を
高
め
る
こ
と

が
社
会
減
対
策
に
つ
な

が
る
と
考
え
る
が
。

教
育
自
体
の
質
、
英
語

教
育
等
グ
ロ
ー
バ
ル
社

会
に
向
け
て
取
り
組
む
。

　日
南
病
院

あ
り
方
検
討
委
員
会
の

答
申
を
受
け
、
選
定
部

会
も
設
置
さ
れ
た
が
、｢

建

設
」
の
公
式
発
言
が
な
い
が
。

持
続
可
能
な
ま
ち
で
あ

り
続
け
る
た
め
、
病
院

問問問 町
長

町
長

町
長

幼き日のふるさとにタイムスリップ
雷　彦三イラスト展

　各議員40分の質問持ち時間（答弁時間は含まない）で、

町長や教育長に町政全般について１対１でただします。

一般質問
質問者 ページ質問事項

櫃田洋一

荒木　博

大西　保

岩﨑昭男

高橋洋志

荒金敏江

岡本健三

７

８

９

10

町政のここが聞きたい
各 議 員 のＱＲ
コードで一般
質 問 の You-
Tube 動画を
ご視聴いただ
けます。

の
果
た
す
役
割
は
極
め
て
重

要
。
財
源
確
保
等
の
課
題
解

決
を
図
り
病
院
建
設
の
方
向

で
進
め
る
。

　魅
力
発
信

観
光
、
リ
ク
ル
ー
ト
面

な
ど
交
流
人
口
増
へ
向

け
て
、
日
南
フ
ァ
ン
を
増
や

す
べ
く
町
出
身
者
と
広
く
連

携
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ

と
考
え
る
。
更
な
る
取
り
組

み
を
図
る
た
め
ト
ッ
プ
セ
ー

ル
ス
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

町
出
身
者
名
簿
を
作
成

し
、
つ
な
が
り
を
大
事

に
で
き
る
だ
け
多
く
顔
を
出

し
た
い
。

町
長 問

動画はこちら

消滅可能性自治体公表

日南病院「建設」　　まちの魅力発信

上下水道の料金の改定　　防犯カメラの設置

権現三田所井出（取水ゲート）の管理

外国人材育成雇用　　　J-クレジット

洪水ハザードマップ　　ふるさと納税

再生可能エネルギーの活用

グリーンドリーム計画（環境基本計画）　鳥獣被害対策事業

旧小学校跡地利用

移動販売の進捗状況　　木材団地

生山駅の不便解消

小早川秋聲戦争画の県立美術館への移管　　移動販売の充実

エコツーリズムと林業

島根原発2号機再稼働　　ごみ処理広域化
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一般質問



荒木　博 議員

問問 水道料金は据え置くべき

答答 適正な料金を検討する

大西　保 議員

問問 どこの国の留学生を考えているのか

　　　
答答 国籍を不問とする方針である

外
国
人
材
育
成
で
面
接

の
時
期
と
、
ど
こ
の
国

を
考
え
て
い
る
の
か
。

８
月
に
事
業
者
に
よ
る

面
接
を
予
定
、
国
籍
は

不
問
と
す
る
方
針
で
あ
る
。

留
学
生
57
名
の
内
モ
ン

ゴ
ル
は
何
人
か
。

介
護
職
８
名
、
オ
ロ
チ

対
象
は
０
名
。

　
Ｊ-

ク
レ
ジ
ッ
ト

町
有
林
の
再
取
得
が
遅

れ
、
再
度
森
林
組
合
保

有
の
3
0
0
0
t
を
購
入
予

定
で
あ
る
が
、
購
入
せ
ず
日

南
町
の
Ｊ-

ク
レ
ジ
ッ
ト
と

し
て
販
売
す
れ
ば
ど
う
か
。

企
業
と
し
て
は
自
治
体

か
ら
購
入
す
る
こ
と
に

意
義
が
あ
る
。

Ｊ-

ク
レ
ジ
ッ
ト
運
用

基
金
が
目
的
通
り
運
用

さ
れ
て
い
る
の
か
。

設
立
後
５
年
間
運
用
の

実
績
は
な
い
が
、
６
年

度
は
活
用
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
ふ
る
さ
と
納
税

昨
年
度
の
実
績
は
、

問問問問問 町
長

町
長

町
長

町
長

1
5
5
0
万
円
で
県
内
で
18

位
、
件
数
は
前
年
比
67
％
で

最
下
位
で
あ
っ
た
。
課
題
と

今
後
の
対
策
は
。

返
礼
品
開
拓
が
進
ん

で
い
な
か
っ
た
。
他

の
地
域
に
は
な
い
独
自
の
魅

力
を
P
R
し
て
行
き
た
い
。

　
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

病
院
建
築
の
対
象
地

区
に
な
っ
て
い
る
霞

生
山
地
区
は
１
か
ら
３
ｍ
の

浸
水
想
定
に
な
っ
て
い
る
。

「
人
命
の
保
護
」
に
向
け
て

の
対
策
は
。

県
に
対
し
拡
幅
工
事

及
び
河
床
掘
削
の
要

望
。
町
民
に
対
し
避
難
行
動

の
周
知
、
防
災
教
育
、
洪
水

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
情
報
発

信
等
を
行
う
。

町
長

町
長 問

動画はこちら

動画はこちら

県
内
で
は
水
道
料
金
が

高
い
方
で
は
。

安
定
的
な
事
業
経
営
を

は
か
り
安
全
で
安
心
な

水
を
供
給
す
る
た
め
に
必
要
。

上
下
水
道
等
の
審
議

会
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

７
月
中
に
第
１
回
目

を
開
催
し
、
毎
月
１

回
審
議
を
行
い
12
月
に
は
町

長
に
答
申
す
る
。

　
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

中
山
間
地
の
犯
罪
防
止

の
た
め
主
要
な
場
所
に

防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
す
べ
き

で
は
。必

要
に
応
じ
て
設
置
し

て
い
く
。

問問問 町
長

町
長

権現三田所用水取水口

児
童
生
徒
の
見
守
り

の
た
め
に
設
置
す
べ

き
で
は
。公

共
の
場
や
公
園
な

ど
に
設
置
を
検
討
す

る
。

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
の

助
成
金
に
つ
い
て
。

計
画
は
な
い
。

　
権
現
三
田
所
井
手

重
要
な
消
防
水
利
な

の
で
町
も
修
繕
に
協

力
す
べ
き
で
は
。

井
手
組
合
で
管
理
し

て
い
く
も
の
で
あ
り

鳥
取
県
し
っ
か
り
守
る
農
林

基
盤
交
付
金
や
多
面
的
機
能

支
払
い
交
付
金
の
活
用
を
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

町
長

町
長

町
長 問問問

建
設

課
長
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一般質問

生山地区の危険箇所講習会

岩﨑昭男 議員

問問 家庭用発電設備補助金を充実すべき

答答 環境審議会等で議論していく

家
庭
用
発
電
設
備
等
導

入
推
進
補
助
金
は
令
和

元
年
以
降
見
直
し
が
な
さ
れ

て
い
な
い
。
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

シ
テ
ィ
を
目
指
す
た
め
に
も

充
実
を
図
る
べ
き
で
は
。

当
該
補
助
金
は
、
鳥
取

県
小
規
模
発
電
設
備
等

推
進
補
助
事
業
に
、
町
独
自

で
補
助
限
度
額
を
嵩
上
げ
し

支
援
し
て
い
る
。
昨
今
の
物

価
高
騰
を
踏
ま
え
、
本
年
度
、

補
助
金
の
見
直
し
を
環
境
審

議
会
等
で
議
論
し
て
い
く
。

鳥
取
市
や
若
桜
町
で
は
、

太
陽
光
パ
ネ
ル
・
蓄
電

池
の
共
同
購
入
事
業
を
行
い

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導

入
を
促
し
て
い
る
。
日
南
町

問問県西部町村の再生可能エネルギー補助金（抜粋）

高橋洋志 議員

問問 小学校跡地で太陽光発電を

答答 地域の意向を生かす

旧
小
学
校
跡
地
（
多
里
、

大
宮
、
山
上
、
石
見

西
）
グ
ラ
ウ
ン
ド
活
用
に
つ

い
て
、
本
町
で
も
石
見
東
小

学
校
跡
地
で
実
績
が
あ
る
太

陽
光
発
電
所
に
利
用
し
て
は
。

再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普

及
と
し
て
理
解
す
る
。

現
在
、
小
学
校
跡
地
は
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
や
イ
ベ
ン
ト

等
で
活
用
さ
れ
て
お
り
、
今

後
も
地
域
の
意
向
を
生
か
し

つ
つ
活
用
方
法
を
模
索
し
て

い
く
。

問町
長

旧小学校跡地を太陽光発電所に利用しては

　移
動
販
売

日
々
の
運
行
確
認
方
法

は
。

証
拠
書
類
と
し
て
日
々

の
収
支
に
関
す
る
帳
簿
、

領
収
書
な
ど
経
費
等
の
わ
か

る
も
の
求
め
る
こ
と
と
し
て

い
る
。

　木
材
団
地

（
株
）
オ
ロ
チ
工
場
敷

地
の
地
盤
沈
下
の
状
況

把
握
と
今
後
の
対
策
は
。

事
業
者
に
状
況
を
確
認

し
て
頂
き
把
握
に
努
め

て
い
る
。
今
後
も
、
事
業
者

と
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
生

産
に
支
障
が
無
い
よ
う
対
応

す
る
。

　小
型
車
両
の
導
入

各
委
託
事
業
者
に
配
置

し
た
ド
ア
・
ツ
ー
・
ド

ア
用
の
車
両
の
利
用
状
況
は
。

小
型
乗
用
車
の
利
用
対

象
者
も
最
寄
り
の
バ
ス

停
で
降
車
さ
れ
る
な
ど
、
現

在
の
と
こ
ろ
利
用
は
な
い
。

町
長

町
長

町
長 問 問問

も
近
隣
自
治
体
と
協
力
し
取

り
組
ん
だ
ら
ど
う
か
。

県
の
補
助
事
業
も
見

据
え
、
来
年
度
に
向

け
て
検
討
し
た
い
。

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
の
見

通
し
は
。

山
林
を
有
効
活
用
で

き
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
中
で
も
安
定
的
発

電
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

　
現
在
、
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ

調
査
（
町
有
地
の
有
効
活
用

に
つ
い
て
民
間
事
業
者
か
ら

提
案
を
求
め
る
こ
と
）
を
行

っ
て
お
り
、
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
の
提
案
が
あ
る
の
で
は
と

の
情
報
を
得
て
い
る
。

町
長

町
長

町
長問

動画はこちら

動画はこちら

一般質問
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日吉津村

大山町

南部町

伯耆町

日南町

江府町

日野町

町村 補助 太陽光発電システム 家庭用蓄電池 薪ストーブ等

補助率

補助額

補助率

補助額

補助率

補助額

補助率

補助額

補助率

補助額

補助率

補助額

36,000円/kW

最大180,000円

1/2

最大200,000円

75,000円/kW

最大400,000円

36,000円/kW

最大180,000円

70,000円/kW

最大280,000円

70,000円/kW

最大400,000円

1/2

最大500,000円

75,000円/kW

最大400,000円

1/3

最大200,000円

1/3

最大200,000円

1/2

最大500,000円

2/3

最大200,000円

1/3

最大180,000円

1/2

最大180,000円

2/5

最大180,000円

36,000円/kW

最大180,000円

補助制度なし

-

-



荒金敏江 議員

問問 生山駅で安全に乗降できる対策を

　　　
答答 安全対策検討会議開催をＪＲに申し入れる

生
山
駅
が
無
人
の
た
め

困
る
人
が
い
る
。
駅
員

を
確
保
す
べ
き
で
は
。

JR
の
経
営
判
断
で
無
人

に
な
っ
て
い
る
。
当
面
、

切
符
の
買
い
方
な
ど
わ
か
ら

な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
山
里
ロ

ー
ド
に
声
を
か
け
れ
ば
相
談

に
の
る
よ
う
に
す
る
。

普
通
電
車
は
、
ホ
ー
ム

と
の
間
が
20
㎝
と
広
く
、

乗
降
口
が
30
㎝
と
高
く
て
危

険
（
や
く
も
は
ホ
ー
ム
と
の

間
25
㎝
、
高
さ
25
㎝
）
。
安

全
な
駅
運
営
の
方
法
（
駅
員

の
確
保
を
含
む
）
を
JR
と
協

議
し
対
策
を
す
べ
き
で
は
。

JR
、
町
、
山
里
ロ
ー
ド

３
者
で
の
対
策
検
討
会

議
開
催
を
申
し
入
れ
る
。
対

策
会
議
で
利
用
者
が
困
っ
て

い
る
こ
と
を
伝
え
て
い
く
。

問問

高齢者などには危険な
普通電車の乗降口

岡本健三 議員

問問 エコツーリズム全体構想の策定は

答答 本年度中の策定を目指している

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
全
体

構
想
策
定
の
状
況
は
。

素
案
を
ま
と
め
て
い

る
段
階
で
あ
る
。
本

年
度
中
に
策
定
し
、
国
の
認

定
を
受
け
る
予
定
で
あ
る
。

立
入
を
制
限
で
き
る
特

定
自
然
観
光
資
源
の
区

域
指
定
を
予
定
し
て
い
る
か
。

オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ

オ
や
ヒ
メ
ボ
タ
ル
な

ど
の
生
態
系
を
保
全
す
る
た

め
、
指
定
を
考
え
て
い
る
。

訪
れ
る
人
へ
町
の
自
然

や
歴
史
な
ど
を
解
説
・

問問問 町
長

町
長貴

重
な
子
ど
も
の
ハ
ン
ザ
ケ

展
示
す
る
施
設
を
作
っ
て
は
。

既
存
の
施
設
も
あ
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
捉
え
方

が
あ
る
。
今
後
の
課
題
と
し

た
い
。

　
島
根
原
発
２
号
機
再
稼
働

福
島
第
一
原
発
事
故
で

は
気
象
条
件
に
よ
り
30

キ
ロ
圏
外
で
も
高
濃
度
の
放

射
能
汚
染
が
あ
っ
た
が
。

危
険
が
ゼ
ロ
で
は
な

い
。
状
況
に
応
じ
て

屋
内
退
避
や
避
難
す
る
。

福
島
の
事
故
で
は
農
業

に
も
大
き
な
影
響
が
あ

っ
た
が
。

事
故
が
起
き
れ
ば
影

響
を
受
け
る
可
能
性

は
あ
る
。
安
全
な
運
転
を
望

み
た
い
。

　
ご
み
処
理
広
域
化

環
境
審
議
会
で
の
協
議

内
容
は
。

大
崎
町
の
先
進
的
な

取

組

を

協

議

し

た

。

ご
み
減
量
化
や
リ
サ
イ
ク
ル

率
向
上
を
進
め
た
い
。

町
長

町
長

町
長 問問町

長 問

　
小
早
川
秋
聲
戦
争
画

20
年
以
上
日
南
町
美
術

館
に
お
い
て
調
査
・
研

究
し
て
き
た
小
早
川
秋
聲
の

絵
画
は
県
立
美
術
館
に
移
管

せ
ず
、
日
南
町
美
術
館
の
宝

と
し
て
引
き
続
き
保
管
す
べ

き
で
は
。

鳥
取
県
の
宝
と
し
て
県

立
美
術
館
で
保
管
す
る

が
、
日
南
町
美
術
館
で
の
展

覧
会
は
続
け
る
。

　
移
動
販
売
の
充
実

期
待
し
た
が
近
く
ま
で

は
来
な
い
と
の
声
が
あ

る
。
希
望
を
調
べ
対
応
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

８
月
頃
、
聞
き
取
り

調
査
を
行
い
対
策
検

討
に
役
立
て
る
予
定
。

町
長

町
長

町
長

問問

動画はこちら

動画はこちら

教
育
長

地
域
づ
く
り

推
進
課
長

一般質問
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総務教育常任委員会 4月26日、6月13日 開催

体育館予約システムの状況
（教育委員会）

　令和5年度に導入予定であったが、不適切な

契約事務等により導入が遅れた。6年度稼働に

向けた状況について調査を行った。

「現状及び今後の予定」
　5月 : テスト運用開始、町民等への周知

　6月 : 電話予約からオンライン予約へ移行

　管理運用方法、システム利用料金、予約者の

事前登録等の質問を行い回答を求めた。

日野上地域振興センターの状況
（地域づくり推進課）

　4月8日、施設の2階からの雨漏りにより、階

段踊り場に白い埃（吹付塗料）を多数発見し

た。4月22日にアスベストが含有されているこ

とが判明し、4月30日に養生作業を行った。

　今後の取組みとして、日野上まちづくり協議

会と代替施設を検討していると報告を受けた。

　5月10日から日野町の「合同会社ひまわり」

の移動販売が始まったので、運行状況や課題に

ついて調査を行った。

　４ルートで、平日の午後4日間の販売。5月は

18日稼働で延べ431人（約24人/日）

　利用者からは大変喜んでいただいているとの

事であるが、販売場所やルートの調整等の課題

もあがっている。

問　販売車は何台所有か、人員は。

答　3台所有、黒坂の店舗も含めて5名。

問　日南町の補助内容について、日野町とも協

　　議をしているのか。

答　今年に入ってから協議をしている。

たったもカードの5年度運用実績
（地域づくり推進課）

公設塾「まなびや縁側」の状況
（教育委員会）

　令和6年度の開設状況について調査を行っ

た。講師（2名）、開塾時間（毎週火～木の3日

間、15～20時）、登録者数（高校生6名。中学

生16名）等の報告を受け、今後の予定や課題に

対して回答を求めた。
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　運用開始から現在までの電子マネーや各種ポ

イントの利用状況、経済効果、今後の取組につ

いて調査した。

令和4年度比:利用額113％、売上げ109％、5倍

デーチャージ額通常時の20倍であった。運用開

始からの利用総額は7億8900万円、ポイントの

失効累計が約1500万ポイントとなっている。

問　アプリの運用が始まったが登録者数は。

答　187人（内町外11人）

問　加盟店舗数とホームセンターの加盟は。

答　46店舗、ホームセンターとは協議を進めて

　　いる。

委員会報告

現状把握と今後の活用について現地調査

移動販売の状況
（地域づくり推進課）

ポイントを使い切りましょう



経済福祉常任委員会 4月26日、6月13日 開催
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畑地化促進事業
（農林課）

　本事業の内容変更と、現在の状況について聞

き取り調査をおこなった。

●第６期中山間地域直接支払いの要件が決まっ

　ていないので取り下げをされた農家もあり、

　１２名が申請。

●昨年のポイント制が廃止され、50a以上の団

　地の確認をもって国に申請を行う。

●収量が少ない場合は、理由書等が必要になる

　場合もある。生産物の販売が必須。

●畦畔があることが水田

　活用交付金の条件であ

　る。

　昨年５月に発足した「にちなんオーガニック

ビレッジ推進プロジェクト」の現状について調

査した。

●販売先の確保と販売単価が課題であり、収益

　性からも多くは様子見の状態。

●肥料代や防除の省力化がネックであり、

　ハードルは高い。

●ＢLOF理論（化学肥料や農薬に頼らず、作物

　の生理、自然の法則・原則に寄り添う栽培方

　法で科学的根拠に基づく理論）には関心が高い。

　　有機の里づくりに向けた具体的数値は。

　　有機栽培面積10haを目指すことでスター

　　トしている。

上下水道料金等審議会の設置
(建設課)

　簡易水道事業が給水地区域内における給水人

口の減少や施設の老朽化により、水道事業会計

がますます厳しくなることが予測されることか

ら、上下水道料金等に関する審議会を設置す

る。

1.主な問題点
①人口減少に伴い事業経営が悪化(現在の料金回

　収率は66.2%)

②20〜30年前に整備した管路や施設が一斉に更

　新時期に入る。

③中石見地区の水源・配水池が特に老朽化して

　いる。

④管路の耐震化が未対策である。

2.問題点解消のための対策案
①上下水道料金に関し調査及び審議を行う。

②管路の更新工事を耐震化工事と兼ねて前倒し

　で行う。

③石見配水池を増設し、中石見水道と統合す

　る。

委員会報告

オーガニックビレッジ推進プロジェクト
（農林課）

問

答

栩木建明氏のトマト圃場を現地調査

BLOF理論のワークショップ

中心地域及び住宅政策調査特別委員会 4月10日 、6月14日開催

2. 介護療養のあり方
　令和6年度末で廃止される介護療養の今後のあ

り方について調査した。

日南町新病院基本計画策定支援業務委託の状況（日南病院）

委員会報告
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　日南町の事業所に勤務する方を対象に行った

「公営住宅整備に係るアンケート」結果の報告

を受け、内容について調査した。

調査方法
◆対象者：日南町内の事業所へ勤務する方

◆回答数：117部/150部　回答率78.0％

アンケート結果の概要
◆町内への転居を希望する割合は、全体23％

　で、若い世代ほど転居希望の割合が高い。

◆若年層が住宅選定の際に重視する環境とし

　て、「日常の買い物など」「通勤、通学」の

　利便性を求める意見が多い。

中心地域整備計画アンケートの分析結果
（地域づくり推進課）

　日南町中心地整備計画に町民意見を反映する

ために実施された「まちづくりアンケート」の

報告を受け調査した。

調査方法
◆対象者：町内在住16歳以上 1000人

◆回答数：436部＋町報QRコードより21部

アンケート結果の概要
◆町の将来像について、40代以上は「健康福祉

　の充実したまち」30代以下では「子育て支

　援、教育施設の充実」が最も多い。

◆必要な施策として、企業の誘致等
　雇用・就労支援や公共交通の充実
　が多い。

町営住宅整備に係るアンケート調査結果
（建設課）

アンケート結果については、町のホームページに掲載してあります

1. 計画策定業務
　計画策定業務委託の進捗と今後について調査

した。

業務委託の状況
◆5月初旬、プロポーザル型支援業務を公告。下

　旬、締切り２者の応募。企画提案書を求める。

◆6月19日　プロポーザルの審査予定、優先候補

　者決定、契約。

業務内容
◆基礎調査、施設整備計画、事業収支シミュ

　レーションなど8項目。

問　①案60床2病棟と②案60床1病棟の看護師、

　　看護補助者の職員数は。

答　①案は看護師33名、看護補助者14名、②案

　　は看護師20名、看護補助者13名。

問　再生エネルギーの活用は重要な取り組みで

　　あり、基本計画に入れるべきと思うが。

答　施設整備計画策定の段階で検討される項目

　　と認識している。

療養病床の今後の方向性

集計結果はこちらから→集計結果はこちらから→



全員協議会全員協議会 3月26日、4月10日、5月28日、6月14日、6月18日 開催
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　　イノシシの捕獲奨励金（猟期）を上乗せし成獣30,000円、

　幼獣15,000円に引き上げる。当初予算では対象を新規狩猟者

　に限定していたが、猟友会員全員に広げて捕獲頭数の増大につ

　なげる。

　　新規就農者の所得を増やすという当初の目的とずれてきていない

　　か。

　　新規狩猟者がベテランとともに取組むことで捕獲技術の向

　　上につながる。そのために、猟友会で同じ奨励金にしたい。

　　研修の充実が必要では。

　　猟友会も新規狩猟者を指導する必要があると考えている。

　　当初320頭分だったのが140頭分に減った。目標頭数を維持

　　するため補正予算を組むべきでは。

　　必要に応じて補正予算を組む。

　　上乗せする期間を長くしては。

　　冬季の収入アップが目的なので猟期のみ上乗せする。

問

問

問

問

答

答

答

答

イノシシ捕獲奨励金の上乗せ（農林課）

箱わなで一網打尽をめざす

　3月28日に第4回の協議会を開催した。

●住民からのこれまでの質問に対する町の回答

●環境保全協定書（案）

●鳥取県開発事業指導要領

●定期水質検査の頻度の変更

●普通財産賃貸借契約書（案）

●水質検査の結果

　などの報告、協議を行った。環境保全協定書

  （案）については地元に意見を求めている。

　　協定書の内容が以前より後退していないか。

　　共存するため、これまでより緩いルールにした。

　　町の関与を強めており後退ではない。

養豚場の連絡協議会の報告（農林課、環境エネルギー課）

　　汚水処理施設の性能を専門家に確認したか。

　　処理方法が決まった後、事業者に説明を求める。

　　豚熱で埋設処分するときの埋設場所と影響は。

　　具体的な話はできていない。

　　町内の雇用を増やせるのか。

　　町外を含め最大20人の雇用を予定してい

　　る。できれば町内から雇用して欲しい。

　　協議会の位置づけを明確にすべきでは。

　　協議会と相談し、協定書に明記するか検討する。問

問

問

問

問

答

答

答

答

答

●調査の方法：詳細調査　照明ポール６体

　　　　　　　簡易調査　照明ポール６体

●ポール製造年：1983年、調査日２月29日

　　詳細調査したポール６体の内２体は「建て替

　えを推奨する」との結果だった。

　　今後、定期点検を実施したい。また、改修に

　ついて必要な情報を収集していく。

問

答

問

答

日南町総合グラウンド照明設備点検結果（教育課）

　　LEDにすると金額が抑えられるのでは。

　　当初計画の金額より下げられると聞く。

　　照明ポールの早めの撤去は必要ないか。

　　直ちに撤去すべきとの結果ではない。耐用年

　　数（50年）までには改修が必要と考えられ

　　る。
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たったもカード公式アプリ（地域づくり推進課）

●アプリの機能：支払い・チャージ、お知らせ

　配信、クーポン、スタンプラリー、加盟店の

　QRコード読取による支払い、デイリースク

　ラッチ。

●アプリ導入のメリット：加盟店が決済用端末な

　しで決済できる（新規加入料と月額利用料は

　必要）。飲食や物販等のイベントで利用しや

　すい。スタンプラリーなどさまざまなイベン

　トを実施できる。

●特典：10月末までにアプリダウンロード＆会

　員登録した方に300ポイント加算のクーポン

　を発行する。

答

●主な問題点
　掲示場の老朽化、掲示期間を過ぎた文書が掲

　示されている。

●見直し案
　①庁舎内に掲示スペースを設置する。

　②町ホームページに掲示文書を掲載する。

　③現在の掲示板は撤去する。

●運用開始予定：６月中

　　将来的にホームページのみにするのか。

　　当面は誰もが確認できるよう庁舎内にも掲

　　示していく。

日南町役場庁舎掲示場の運用見直し
（総務課）

第５次計画（令和６年度～10年度）の報告

　　今後5年間の計画の数値は別にあるのか。

　　今後、男女共同参画推進委員会で検討する。

　　子育て支援センター利用者の男女別数など

　　実態を表す数値をもっと示しては。

　　有意義なことである。充実を検討する。

　　町職員の管理職の女性割合29.4%など進歩

　　を示す数値を示しては。

　　そのように変更する。

　　認定企業(現在13社)を増やすべきでは。

　　委員と連携して取り組む。

観光タクシーの運行
（地域づくり推進課）

●運行ルート
　①生山駅11:00発⇒出雲横田駅11:40着

　  （直行便）

　②出雲横田駅12:00発⇒生山駅16:00頃着

　  （周遊観光）

●運行日：あめつち(木次線)の運転日

●運行開始：2024年7月7日～

●販売方法：WEBで販売

　　道の駅などで特別な商品を販売するか。

　　特急やくもや生山駅、上石見駅100周年の

　　グッズなどを販売する。

問

答

問

男女共同参画推進計画
（総務課）

食品アクセス緊急対策事業
（地域づくり推進課）

●事業概要：円滑な食品アクセス（買い物）を

　するための先行的な取組を推進する。

●町の取組目的：年代に即した健康で安心して

　生活できる買い物環境を確保する。

●実施内容：協議会の開催（4回）、コーディ

　ネータの配置、現状調査、実証実験（8月～

　10月）など

　　この事業の意義は。

　　地域別、年代別にどんな問題を抱えている

　　か調査し、幅広い買い物支援策を練る。

問

答

問

答

問

答

問

答

問

答

iphone

Android

たったもカードの公式アプリ

※ポイント加算には、クーポンを加盟店で処理する必要があります。ダウンロードと会員登録を

　すると自動でポイントが加算されるものではありませんのでご注意ください。
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議会傍聴感想文

６月定例会を傍聴した日南小学校６年生からの感想文をご紹介します。

増
田

　紗
耶

　

　
私
が
心
に
残
っ
た
と
こ
ろ

は
、小
早
川
秋
聲
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ん
の
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を
町
の
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術
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に
残
す
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、

県
の
美
術
館
に
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の
か
の
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で
す
。私
は
展
示

す
る
期
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を
決
め
て
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ち
ら
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美
術
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に
も
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ら
い

い
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思
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す
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ら
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館

で
も
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も
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も
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も
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を
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え
る
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町
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美
術
館
で
も
見
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と

が
で
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か
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で
す
。

議
会
に
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て
い
る
み
な

さ
ん
、い
つ
も
町
の
た
め
に

話
し
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っ
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だ
さ
っ
て
あ

り
が
と
う
ご
ざ
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ま
す
。私

た
ち
も
自
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た
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で
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え

て
、町
の
た
め
に
で
き
る
こ

と
を
率
先
し
て
や
っ
て
い
き

ま
す
。
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知
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て
も
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え
る
し
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町
の
美
術
館
で
も
見
る
こ
と

が
で
き
る
か
ら
で
す
。

　
議
会
に
参
加
し
て
い
る
み

な
さ
ん
、い
つ
も
町
の
た
め

に
話
し
合
っ
て
く
だ
さ
っ
て

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

私
た
ち
も
自
分
た
ち
で
考
え

て
、町
の
た
め
に
で
き
る
こ

と
を
率
先
し
て
や
っ
て
い
き

ま
す
。

安
達

　八
雲

　

　
議
会
を
初
め
て
見
て
、こ

う
や
っ
て
決
め
る
ん
だ
な
と

思
い
ま
し
た
。
生
山
駅
の
こ

と
や
、小
早
川
秋
聲
さ
ん
の

こ
と
も
よ
く
分
か
り
ま
し

た
。
時
間
の
タ
イ
マ
ー
の
こ

と
も
分
か
っ
た
し
、議
会
の
こ

と
に
も
興
味
を
も
て
た
気
が

し
ま
す
。

青
木

　朱
凛

　

　
私
は
小
早
川
秋
聲
さ
ん

の
絵
の
お
話
が
す
ご
く
心
に

残
り
ま
し
た
。荒
金
議
員
は

「
日
南
に
の
こ
し
た
ほ
う
が

い
い
」
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
。荒
金
議
員
の
気
も
ち
も

す
ご
く
わ
か
っ
た
け
ど
、小

早
川
さ
ん
の
絵
を
も
っ
と
、

い
ろ
い
ろ
な
人
に
見
て
も
ら

え
ば
い
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
今
日
の
お
話
を
聞
い
て
す

ご
く
い
い
経
験
に
な
り
ま
し

た
。

久
代

　希
子

　

　
私
は
初
め
て
議
会
傍
聴
に

行
っ
て
、と
て
も
日
南
町
の
こ

と
や
県
の
こ
と
を
考
え
て
い

て
、と
て
も
う
れ
し
く
思
い

ま
し
た
。

　
私
た
ち
に
と
っ
て
、議
会

は
学
級
会
と
一
緒
で
、と
て
も

ス
ム
ー
ズ
で
し
ー
ん
と
な
る

時
間
が
一
切
な
く
て
と
て
も

す
ご
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
今
日
お
話
し
し
て
い
た
、

小
早
川
秋
聲
さ
ん
の
絵
を

ど
ち
ら
か
に
す
る
に
は
、私

は
県
の
方
に
か
ざ
っ
た
ほ
う

が
い
い
と
思
い
ま
す
。
日
南

町
の
こ
と
を
い
っ
ぱ
い
知
っ
て

ほ
し
い
か
ら
で
す
。　

渡

　
　絢
斗

　

　
今
日
初
め
て
日
南
町
議

会
を
見
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　
む
ず
か
し
く
て
僕
は
よ
く

分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。だ

け
ど
、貴
重
な
体
験
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
う
れ
し
か
っ
た

で
す
。

矢
吹
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今
回
議
会
を
初
め
て
見

学
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
共

に
、こ
の
よ
う
な
機
会
を
も

う
け
て
く
だ
さ
り
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
お
話
を
聞
い
て
、最
初
に

J
R
生
山
駅
の
議
題
を
聞
い

た
の
が
印
象
的
で
し
た
。高

齢
者
の
方
々
を
対
象
と
し
た

ス
ロ
ー
プ
の
こ
と
を
お
話
さ

れ
て
い
た
の
が
い
い
こ
と
だ

と
思
い
ま
し
た
。

田
邊

　洸
太
朗

　

　
議
会
を
傍
聴
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
入
っ
た
ら
み
な
さ
ん
が
し

ん
け
ん
で
、じ
ゃ
ま
に
な
ら
な

い
か
心
配
に
な
り
ま
し
た
。

ふ
だ
ん
か
ら
、し
ん
け
ん
に

話
し
合
い
を
し
て
い
る
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。

石
川

　眞
羽

　

　
私
は
テ
レ
ビ
で
も
、実
際

で
も
、議
会
を
見
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。で
も
、

実
際
に
議
会
を
見
て
、す
ご

く
む
ず
か
し
い
お
話
を
さ
れ

て
い
る
ん
だ
な
あ
と
思
い
ま

し
た
。一
人
ひ
と
り
が
す
ご
く

考
え
て
発
表
を
し
て
お
ら
れ

て
、す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
一
人
ひ
と
り
、意
見
が
ち

が
っ
て
い
て
、さ
い
ご
に
は
何

に
決
ま
る
ん
だ
ろ
う
と
思

い
、話
し
合
い
が
お
も
し
ろ

か
っ
た
で
す
。　

意
見
を
言
え
る
こ
と
が
す
ば

ら
し
か
っ
た
で
す
。
私
た
ち

が
見
て
い
て
も
気
に
せ
ず
に

意
見
を
す
ら
す
ら
言
え
て
い

て
、す
ご
か
っ
た
で
す
。

　
私
も
意
見
を
す
ら
す
ら

言
え
る
よ
う
に
な
り
た
い
で

す
。い
つ
も
町
の
た
め
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。　

飛
田

　悠
華

　

　
議
会
を
傍
聴
さ
せ
て
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　
間
近
で
議
会
の
様
子
を

見
て
、た
く
さ
ん
の
こ
と
を

知
り
ま
し
た
。あ
の
よ
う
な
、

静
か
な
場
で
堂
々
と
自
分
の

意
見
を
言
え
る
こ
と
が
、す

ご
い
と
思
い
ま
し
た
。テ
レ

ビ
で
見
た
と
き
よ
り
も
雰
囲

気
が
ち
が
っ
て
い
て
、び
っ
く

り
し
ま
し
た
。　西

村

　香
音

　

　
私
は
初
め
て
議
会
傍
聴
を

し
て
、む
ず
か
し
そ
う
に
見

え
ま
し
た
。け
れ
ど
も
、話
し

て
い
る
人
は
、私
に
と
っ
て
簡

単
そ
う
に
話
し
て
い
る
よ
う

に
見
え
ま
し
た
。

　
私
だ
っ
た
ら
、あ
の
場
所

で
緊
張
し
て
す
ら
す
ら
言
え

な
い
の
に
、今
日
話
し
て
い

た
み
な
さ
ん
は
、す
ら
す
ら

自
分
の
意
見
を
話
し
て
い
て

び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

　
そ
の
場
だ
け
の
話
し
合
い

で
は
な
く
て
、議
会
を
す
る

た
め
に
資
料
を
持
っ
て
き
て

事
前
に
準
備
を
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
す
ご
い
と
思
い
ま
し

た
。　

小
谷

　太
生
雅

　

　
議
会
は
し
ず
か
な
も
の
だ

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。で
も
、

わ
ら
い
も
あ
っ
て
話
を
し
て

い
ま
し
た
。

　
気
に
な
る
と
こ
ろ
も
あ
っ

て
調
べ
た
い
で
す
。
よ
い
経

験
に
な
る
お
話
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。山

形

　隼
斗

　

　
自
分
は
感
想
が
２
つ
あ
り

ま
す
。１
つ
目
は
、生
山
駅
と

い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が
で
て
き

て
び
っ
く
り
し
た
こ
と
で
す
。

理
由
は
生
山
駅
が
ぼ
く
の
使

う
バ
ス
停
だ
か
ら
で
す
。

　
２
つ
目
は
、話
が
む
ず
か

し
か
っ
た
こ
と
で
す
。
ふ
だ

ん
か
ら
町
の
た
め
に
、た
く

さ
ん
話
し
合
い
を
し
て
く
だ

さ
い
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。　
　

西
村

　望
夢

　

　
お
い
そ
が
し
い
中
、６
年

生
に
傍
聴
の
時
間
を
つ
く
っ

て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
正
直
、お
話
が
む
ず
か
し

す
ぎ
て
、ぼ
く
は
、あ
ま
り
分

か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。こ
れ

か
ら
も
日
南
町
や
み
ん
な
の

た
め
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

前
田

　湊
斗

　

　
日
南
町
議
会
を
見
さ
せ

て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
は
じ
め
て
、間
近
で
見
ら

れ
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

少
し
ド
キ
ド
キ
し
ま
し
た
。

ま
た
、機
会
が
あ
れ
ば
見
て

み
た
い
で
す
。森

川

　美
優

　

　
議
会
を
傍
聴
さ
せ
て
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　
テ
レ
ビ
に
出
た
り
し
て
い

る
議
会
を
見
て
も
、そ
ん
な

に
興
味
を
も
て
な
か
っ
た
け

ど
、生
で
傍
聴
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
ら
、ち
ょ
っ
と
興
味
を

も
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
、議
会
の
こ
と
な

ど
を
知
る
機
会
が
あ
っ
た

ら
、知
り
た
い
で
す
。

中
田

　結
希
愛

　

　
議
会
を
見
に
行
っ
た
時
、

初
め
て
知
っ
た
こ
と
が
２
つ

あ
り
ま
す
。１
つ
目
は
進
め

方
に
つ
い
て
で
す
。
初
め
は

議
長
の
方
が「
次
に
〜
に
つ

い
て
で
す
」
を
言
う
か
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
議

員
の
方
が
言
う
と
い
う
こ
と

を
初
め
て
知
り
ま
し
た
。

　
２
つ
目
は
議
員
が
し
ゃ
べ

る
時
間
に
つ
い
て
で
す
。
初

め
は
全
体
の
時
間
だ
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。で
も
、議
員
だ

け
が
し
ゃ
べ
る
時
間
だ
と
初

め
て
知
り
ま
し
た
。

　
学
級
会
で
も
ど
ん
ど
ん

し
ゃ
べ
ら
ず
に
、手
を
挙
げ

て
み
た
い
で
す
。
議
会
は
大

変
だ
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

ま
す  

だ
　
　  

さ
　
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　   

あ
だ
ち
　
　
　 

や
く
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

あ
お  

き
　
　  

し
ゅ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　    

く 

し
ろ
　
　

き   

こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

わ
た
な
べ
　
　 

あ
や
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　   

や  

ぶ
き
　
　
え
い
す
け

　
　
　
　
　
　
　
　 

た 

な
べ
　   

こ
う  

た 

ろ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

い
し
か
わ
　
　 

ま   

う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
だ
　
　  

め
い 

か

　
　
　
　
　
　
　
　
は   

せ  

が
わ
　   

ゆ
う 

ね

　
　
　
　
　
　
　
　
に
っ
た
　
　
　 

り   

い  

さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
び
た
　
　  

は
る 

か

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

に
し
む
ら
　
　 

か  

の
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
こ  

だ
に
　 

　
た
　
い
　
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

や
ま
が
た
　
　
は
や 

と

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

に
し
む
ら
　
　
の
ぞ  

む

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

ま
え  

た
　
　 

み
な 

と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
り
か
わ
　
　 

み   

ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
な
か 

だ
　
　  

ゆ
　
き
　
あ

※文章は一部編集させていただきました。

議会傍聴感想文

宇
田

　明
禾

　

　
議
会
を
は
じ
め
て
傍
聴
さ

せ
て
い
た
だ
き
、と
て
も
む

ず
か
し
い
話
だ
と
感
じ
ま
し

た
。

　
私
た
ち
が
見
る
こ
と
が
で

き
た
の
は
一
部
分
で
し
た

が
、
と
て
も
大
変
だ
な
と
思

い
ま
し
た
。
議
会
な
ど
の
話

し
合
い
に
興
味
を
も
つ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
　

長
谷
川

　悠
音

　

　
私
が
初
め
て
議
会
を
拝
見

し
て
分
か
っ
た
こ
と
や
知
っ

た
こ
と
は
、議
員
の
方
た
ち

が
話
を
さ
れ
る
と
き
、時
間

制
限
が
あ
る
と
い
う
事
で

す
。そ
れ
と
話
を
さ
れ
る
時

に
す
わ
っ
て
い
る
席
の
マ
イ

ク
が
緑
に
光
る
と
い
う
こ
と

も
知
り
ま
し
た
。

新
田

　莉
依
咲

　

　
私
は
初
め
て
議
会
の
様
子

を
見
て
、す
ご
く
む
ず
か
し

い
話
だ
と
感
じ
ま
し
た
。１

回
で
は
決
ま
ら
な
い
時
に

も
、町
の
た
め
に
決
め
る
の

が
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。

静
か
な
空
気
の
中
、堂
々
と

輝く小学生輝く小学生

特集-1特集-1



輝く小学生
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笑
顔
は
じ
け
る
日
南
っ
子
を
応
援
‼

特集-２

エ
ン
ジ
ョ
イ
！
ス
ポ
ー
ツ

日南STS（ソフトテニス）

にちなんAC
（日南町陸上競技クラブ）

キャプテン　中田 結希愛さん
　練習はチーム９人をまとめ試合で勝てるように一
生懸命頑張ってやっています。
　県外遠征での宿泊はみんなと一緒に食事したり
遊んだり楽しいです。
　６年生はあと半年ですがみんなで楽しく一生懸命
頑張っていきます。

（保護者）
　子どもたちが体力づくり、チームワーク、コミﾕニケーショ
ン等ソフトテニスを通じて経験して成長できるようにサポ
ートしています。今後も地域伝統のソフトテニスクラブが
活発に活動できるようにしていきます。

古都 あゆみ監督
　技術の向上はもちろん、スポーツ少年団として、社会の
ルールや思いやりのこころも学べる場所です。夏休み中の
送迎に苦慮しています。

池岡 弘紀監督
　現在約３０名のクラブ員で活動しており、子ど
もたちとおなじ目線での指導に心がけています。
特に小学生の場合、発達に個人差があるので目先
の結果より基礎練習を大切にしています。

（保護者）
　皆さんに支えられて毎週練習日を心待ちにし
ている子どもの姿を見るとうれしい気持ちでい
っぱいです。

６年生　西村 望夢さん
　５、６年を中心に練習にキリッと感が出て来
て、試合でも好成績がでるようになりました。

　
小
学
生
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
を
紹

介
し
ま
す
。
今
年
は
、
県
大
会
に
お
い
て
、
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
で
久
代
希
子
さ
ん
・
菜
央
さ
ん
の
姉
妹
ペ
ア
、
陸

上
競
技
で
増
田
紗
耶
さ
ん
が
と
も
に
優
勝
さ
れ
、
全
国

大
会
で
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

赤碕総合運動公園テ
ニスコート（６月9日

）

どらドラパーク米子陸上競技場（５
月11日）

次は国立競技場で大ジ
ャンプ！

次の一本で優勝だ！

議会から
小学生の皆さんへ
お礼とメッセージ

　小学6年生の皆さん傍聴ありがとうございました。感想文に自分の考えをしっかり書いて
あって感心しました。皆さんが使っているタブレットや通学バスなどの費用もすべて議会に
提案されて決まります。これを機会にもっと議会に関心を持ってくれるとうれしいです。
　全国大会に出場する人はもちろん頑張る日南っ子を議会も応援しています。

山本議長

４
月

26
日
　
総
務
教
育
常
任
委
員
会

　
　
　
経
済
福
祉
常
任
委
員
会

５
月

10
日
　
臨
時
会
　

14
〜
16
日
　
議
員
研
修
１
名

　
　
　
　
　
　
　
　（
東
京
都
）

28
日
　
全
員
協
議
会

　
　
　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
議
会
広
報
常
任
委
員
会

６
月

４
日
　
議
会
運
営
委
員
会

11
日
　
６
月
定
例
会
本
会
議

　
　
　（
一
般
質
問
）

12
日
　
６
月
定
例
会
本
会
議

　
　
　（
一
般
質
問
ほ
か
）

13
日
　
総
務
教
育
常
任
委
員
会

　
　
　
経
済
福
祉
常
任
委
員
会

14
日
　
中
心
地
域
及
び
住
宅
政
策

　
　
　
調
査
特
別
委
員
会

　
　
　
全
員
協
議
会

18
日
　
６
月
定
例
会
本
会
議

　
　
　
全
員
協
議
会

20
日
　
議
会
視
察
研
修（
若
桜
町
）

27
日
　
議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
　
　
意
見
交
換
会（
日
南
中
学
校

　
　
　
執
行
部
３
年
生
）

７
月

５
日
　
議
会
広
報
常
任
委
員
会

８
〜
９
日
　
議
員
研
修
２
名

　
　
　
　
　
　
　
　（
滋
賀
県
）

12
日
　
議
会
広
報
常
任
委
員
会

臨時会・視察研修他

議
会
活
動
報
告
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臨
　
時
　
会

と
　
き
　
令
和
６
年
５
月
10
日

議
決
し
た
主
な
議
案

一
般
会
計
補
正
予
算

食
品
ア
ク
セ
ス
緊
急
対
策
事
業

　
買
い
物
環
境
を
確
保
す
る

た
め
の
協
議
会
設
置
等

５
０
０
万
円

財
産
取
得

①
塵
芥
収
集
車
２
ｔ
車
級
購
入

　
　
　
　
　
　
９
９
７
万
円

②
除
雪
ド
ー
ザ
８
ｔ
級
購
入

１
５
９
５
万
円

③
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
購
入

　
　
　
日
野
上
分
団
配
備

　
　
　
２
８
９
３
万
円

特
別
職
の
給
与
及
び
旅
費
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
町
長
　

　
８
１
０
千
円
↓
８
１
４
千
円

　
副
町
長

　
６
５
０
千
円
↓
６
５
１
千
円

　
教
育
長

　
５
８
８
千
円
↓
６
１
１
千
円

教
育
委
員
候
補
者
の
推
薦
を

同
意

　
山
脇 

亜
紀
（
印
賀
）

（
任
期
は
、
令
和
６
年
５
月
14

　
日
〜
令
和
10
年
５
月
13
日
）

　
議
会
視
察
研
修

と
　
き
　
令
和
６
年
６
月
20
日

と
こ
ろ
　
若
桜
町
議
会

●
視
察
目
的

　
常
任
委
員
会
を
一
委
員
会

で
実
施
し
て
い
る
議
会
を
調

査
し
、
委
員
会
の
あ
り
方
を

検
討
す
る
。
ま
た
、
議
員
定

数
削
減
に
至
っ
た
経
緯
を
調

査
す
る
。

●
常
任
委
員
会
の
経
緯

　
一
委
員
会
に
な
っ
た
経
緯

は
、
複
数
の
常
任
委
員
会
が

あ
っ
た
当
時
、
議
員
の
発
言

や
意
見
が
町
長
に
伝
わ
っ
て

い
な
か
っ
た
。

①
メ
リ
ッ
ト

　
毎
月
、
町
長
出
席
の
も
と

委
員
会
を
開
催
す
る
こ
と
に

よ
り
、
執
行
部
か
ら
議
会
へ

の
説
明
の
回
数
が
半
減
す
る
。

　
重
要
な
政
策
や
問
題
に
つ

い
て
は
、
速
や
か
に
調
査
に

入
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
タ

イ
ム
リ
ー
な
対
応
が
可
能
で

あ
る
。

②
調
査
・
研
究
事
項
等

　
調
査
・
研
究
事
項
は
委
員

長
が
決
め
る
が
、
委
員
や
町

長
（
執
行
部
）
が
事
前
に
報

告
・
相
談
し
た
い
案
件
に
つ

い
て
も
行
う
。

　
本
会
議
の
議
案
に
つ
い
て

は
、
事
前
説
明
を
受
け
、
議

案
に
疑
義
が
生
じ
た
場
合
は
、

執
行
部
が
そ
の
議
案
を
修
正

し
て
本
会
議
に
上
程
す
る
こ

と
も
あ
る
。

③
そ
の
他
の
委
員
会
等

　
全
員
協
議
会
は
、
執
行
部

か
ら
の
連
絡
事
項
を
伝
え
る

場
と
な
っ
て
い
る
。

　
議
会
運
営
委
員
会
の
構
成

は
４
名
。

・
委
員
長

・
副
委
員
長
（
副
議
長
）

・
委
員
２
名
（
常
任
委
員
会

　
の
委
員
長
と
副
委
員
長
）

　
情
報
発
信
は
、
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
が
整
備
さ
れ
て
い
な

い
た
め
、
一
般
質
問
の
み
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
録
画
配
信

し
て
い
る
。

●
議
員
定
数
削
減
へ
の
経
緯

　
前
期
か
ら
議
会
改
革
特
別

委
員
会
で
議
論
す
る
中
で
、

近
年
の
選
挙
が
無
投
票
で

あ
っ
た
こ
と
、
一
委
員
会
で

や
っ
て
き
た
中
で
、
現
在
の

９
名
を
８
名
に
し
て
も
、
議

会
運
営
に
支
障
が
な
い
。
ま

た
、
町
民
も
減
ら
す
事
へ
の

意
見
が
多
数
あ
っ
た
た
め
削

減
と
な
っ
た
。

●
考
察

　
現
地
を
訪
問
し
て
み
な
け

れ
ば
分
か
ら
な
い
事
も
多
く

あ
り
、
有
意
義
な
研
修
で

あ
っ
た
。

　
課
題
と
し
て
は
、
一
委
員

会
で
の
議
論
が
重
視
さ
れ
、

本
会
議
の
形
骸
化
が
懸
念
さ

れ
た
。
さ
ら
に
、
常
任
委
員

会
の
一
委
員
会
化
を
実
施
し

て
い
る
他
の
自
治
体
を
調

査
・
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。若桜町議会視察研修
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インタビューシリーズ

どっこい、この町に生きるどっこい、この町に生きる

い
つ
日
南
に

　高
校
を
卒
業
し
て
米
子
市
で
就
職
し

て
い
ま
し
た
が
、
都
会
の
生
活
に
憧
れ

て
い
た
こ
と
も
あ
り
関
東
で
最
近
ま
で

生
活
し
て
い
ま
し
た
。
理
想
と
違
い

常
々
都
会
の
生
活
が
合
わ
な
い
と
思
っ

て
い
た
事
も
あ
り
、
昨
年
10
月
に
U
タ

ー
ン
し
ま
し
た
。
生
活
経
験
の
あ
る
米

子
市
も
選
択
肢
に
あ
り
ま
し
た
が
、
生

ま
れ
育
っ
た
日
南
に
決
め
ま
し
た
。

　昔
と
変
わ
ら
な
い
景
色
の
田
舎
で
安

心
し
て
生
活
出
来
る
こ
と
、
愛
犬
に
と

っ
て
環
境
が
良
い
こ
と
、
四
季
を
感
じ

ら
れ
、
川
で
遊
ん
だ
り
雪
で
遊
ん
だ
り

で
き
る
こ
と
等
、
日
南
の
良
さ
を
再
確

認
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
実
家
で
久
し

ぶ
り
の
家
族
と
の
生
活
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。

初
め
て
故
郷
で
就
職
さ
れ
て

　接
客
・
サ
ー
ビ
ス
業
で
働
い
て
い
た

経
験
も
あ
り
、
ま
た
、
接
客
業
が
好
き

な
の
で
、
職
を
探
す
に
当
た
り
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
で
紹
介
し
て
い
た
だ
き
、
完
全

週
休
２
日
制
で
趣
味
に
時
間
を
有
効
に

愛
犬
と
に
ち
な
ん
に
U
タ
ー
ン

使
え
る
事
も
あ
り
現
在
の
J
A
サ
ー
ビ

ス
日
南
給
油
所
に
就
職
し
ま
し
た
。
ス

タ
ッ
フ
、
お
客
様
の
皆
さ
ん
に
も
優
し

く
接
し
て
い
た
だ
い
て
い
て
、
と
て
も

働
き
易
い
し
、
働
き
が
い
が
あ
る
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　職
場
の
上
司
の
理
解
も
あ
り
、
時
々

愛
犬
﹁
サ
ニ
ー
﹂
を
同
伴
で
勤
務
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
お
客
様
も
当

初
は
驚
い
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
が
、

現
在
は
動
物
好
き
な
方
に
可
愛
が
っ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

日
南
町
に
あ
っ
た
ら
い
い
も
の

　あ
っ
た
ら
う
れ
し
い
も
の
は
﹁
ペ
ッ

ト
と
暮
ら
せ
る
ア
パ
ー
ト
﹂
。
都
会
で

は
普
通
に
あ
る
の
に
田
舎
は
な
い
。
住

宅
事
情
が
改
善
さ
れ
た
ら
も
っ
と
U
タ

ー
ン
さ
れ
る
方
が
増
え
る
か
も
？

休
日
の
過
ご
し
方
は

　職
場
が
完
全
週
休
２
日
で
時
間
は
た

っ
ぷ
り
あ
る
の
で
、
趣
味
の
料
理
を
し

た
り
、
愛
犬
と
散
歩
し
た
り
し
て
過
ご

し
て
い
ま
す
。
周
り
が
緑
に
囲
ま
れ
て

い
て
癒
さ
れ
ま
す
。

私
の
小
さ
な
夢

　昔
か
ら
や
り
た
い
こ
と
︵
秘
密
︶
が

あ
り
、
そ
の
た
め
に
今
は
節
約
生
活
と

腕
磨
き
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

同
僚
の
ひ
と
こ
と

　就
職
し
て
く
れ
て
大
変
喜
ん
で
い
ま

す
。
彼
女
は
性
格
が
い
い
し
、
人
当
た

り
も
良
く
接
客
業
に
な
れ
て
い
る
の
で

最
初
か
ら
安
心
し
て
仕
事
が
任
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。
職
場
の
雰
囲
気
も
明
る
く

な
っ
た
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

お客さんとも顔なじみになりました

　安
達

　可
奈
恵 

さ
ん
︵
上
石
見
︶

あ   

だ
ち

か

　

  

な

　

  

え

　初
夏
の
風
物
詩
で
あ
る
ホ
タ
ル
の

乱
舞
が
、
今
年
も
「
福
万
来
ホ
タ
ル

の
国
」
で
繰
り
広
げ
ら
れ
、
観
賞
に

訪
れ
ら
れ
た
遠
来
の
方
々
の
歓
声
が

谷
間
に
響
き
渡
っ
て
い
た
。

　最
近
、
N
H
K
朝
ド
ラ
「
虎
に
翼
」

を
見
る
の
が
日
課
と
な
っ
た
。

　戦
前
の
男
性
が
社
会
を
支
え
、
女

性
は
男
性
を
支
え
る
の
が
当
た
り
前

で
、
美
徳
と
さ
れ
た
時
代
か
ら
敗
戦

を
経
て
、
「
法
の
下
の
平
等
」
を
明

文
化
し
た
日
本
国
憲
法
が
公
布
さ

れ
、
女
性
の
地
位
向
上
が
図
ら
れ
た

ス
ト
ー
リ
ー
と
な
っ
て
い
る
が
、
最

高
裁
長
官
に
よ
る
「
相
当
な
工
夫
と

日
時
を
要
す
る
」
と
発
し
た
言
葉

に
、
今
日
も
求
め
続
け
ら
れ
て
い
る

と
認
識
さ
せ
ら
れ
た
。

　こ
の
度
企
画
し
た
女
性
議
会
も
、

あ
り
の
ま
ま
の
声
を
届
け
、
女
性
参

画
の
機
会
と
し
て
成
功
さ
せ
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　近
藤
仁
志

　記


